
 

 

令和 8年 10月 14日 

一般財団法人 日本国際協力センター (JICE) 

 

 

対日理解促進交流プログラム JENESYS 

日本・ASEAN 学生会議（招へいプログラム) 

プログラム概要 

 

 

1. プログラム概要・目的： 

日本・ASEAN学生会議は、ASEAN諸国から大学生を中心とする青年を各国 6名ずつ招へいし、日本の大学生

を交えて、アジア地域に共通する課題について意識の共有や解決に向けた意見交換を行います。また、

FOIP/AOIPについて学びます。これらを通じて、日本と ASEAN諸国の相互理解を促し、友好協力のネットワ

ークを強化することを主目的とします。 

本会議では、日本と ASEAN諸国に共通する諸課題のうち「海洋安全保障・法の支配」「環境・エネルギー」

「スタートアップ・国際連携」を取り上げ、グループに分かれて討論し、最終日の報告会でアクション・プ

ランを発表します。 

また、ASEAN諸国の青年は、プログラム中に日本各地を訪問し、地域の文化体験や企業視察、ホームステイ

なども行います。そして日本での学びや日本の魅力を SNS等で発信します。 

（対日理解促進交流プログラム JENESYSの事業概要） 

「JENESYS」は、日本政府（外務省）が推進する、日本とアジア大洋州の各国・地域との間の人的交流事業

です。本事業を通じて、諸外国青年の日本への関心・理解・支持の拡大、参加者による日本についての対外

発信の強化、我が国の外交基盤の拡充を目的としています。 

    https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/101017417.pdf  

 

2. 実施日時： 令和 9年 1月 12日（火）～1月 19日（火） 

 

3. 対象者・予定参加者数：ASEAN諸国の大学生・大学院生 66名（各国 6名） 

＊学生会議には日本人大学生 6名が参加予定 

 

4. 実施言語：英語 

 

5. 招へいプログラム構成（案）：  

 指定期間   事前学習動画視聴 

1/ 5(火)   来日前オリエンテーション、参加者間交流 

1/12(火)   来日 オリエンテーション、外務省表敬訪問 

1/13(水)     基調講演、テーマ関連視察 

       都内から地方へ移動 

1/14(木)   自治体表敬訪問、テーマ関連視察、ホームステイ 

1/15(金)   ホームステイ 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/101017417.pdf


   

 

1/16(土)   地方から都内へ移動 

学生会議 1日目：テーマ関連講義、意見交換 

1/17(日)   学生会議 2日目：意見交換 

1/18(月)   学生会議 3日目：ワークショップ、報告会 

1/19(火)   帰国 

  

6. 本プログラムの連絡先・担当者名：  

＜本部 プログラム運営担当＞  

一般財団法人日本国際協力センター  

〒163-0716 東京都新宿区西新宿二丁目 7 番 1 号 新宿第一生命ビル 16 階  

国際交流部代表 TEL：03-6838-2730 FAX：03-6838-2731 

    武田 由奈  takeda.yuina@jice.org 

  前馬 梨沙  maeba.risa@jice.org 

  神田 真佑佳 kanda.mayuka@jice.org 

  福島 あかり fukushima.akari@jice.org 

  林脇 宗一郎 hayashiwaki.soichiro@jice.org 
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